
長　田　良　雄

１～２年次 　単位数： 6 単位 　時間数： 90分× 45 回
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 ● 参考文献 講義の中で必要に応じ紹介する。

 ● 評価方法 プレゼンテーション60%、質疑応答40%等で総合評価する。

国際的な寄生虫症対策とその意義について説明できる。

主な人体寄生虫の形態と生活環を説明できる。

主な熱帯寄生虫症の世界的分布を説明できる。

主な熱帯寄生虫症の診断、治療法を説明できる。

　重要熱帯病の大半を占める寄生虫症について地球規模で概観し、それらの診断法、治
療法および予防法を理解するとともに、グローバルな寄生虫症対策について学びその意
義について理解する。

　行動目標 (SBOs)

顧みられない熱帯病（NTDs）の概略を説明することができる。

　開講時期：

 ● 科目の教育目標

　一般目標 (GIO)

科目名 寄生虫学特論
科目責任者 (免疫学・寄生虫学　教授)



フィラリア症

土壌媒介蠕虫症

食品媒介蠕虫症

住血吸虫症

国際的寄生虫症対策

マラリア

消化管寄生原虫症

主な熱帯寄生虫症とその分布

主な人体寄生虫の形態と生活環

顧みられない熱帯病（NTDs）

授　　業　　項　　目　　（内　容）


